
　第７回 多久市社会福祉大会を11月24日（日）、
多久市中央公民館で開催し、約200人の方に参
加していただきました。
　あおいとりこども園園児の元気なおどりで開幕
し、第一部、様々な地域福祉の分野で、永年活躍
された方々の表彰、第二部記念講演として福岡県
久留米落語長屋世話人笑っ亭風太郎氏に「笑門来
福  笑ってのばそう健康寿命！」をテーマに「笑
いと健康」について漫談を交えながら笑いと語り
を皆さんへ届けて頂きました。表彰者の皆さん、
本当におめでとうございます!!

第７回 多久市社会福祉大会を開催しました。

記念講演

福祉作業所等の販売

オープニング 会長挨拶

表　彰

お楽しみ抽選会

1 この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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表彰おめでとうございます
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赤い羽根共同募金

　今年も令和元年度赤い羽根共同募金運動が10月1日（火）から、全国一斉に
始まりました。赤い羽根共同募金は、高齢になっても、障害をもっても多久市
内で安心して暮らすための地域福祉活動に、また、佐賀県内の広域的な活動や
災害支援を推進するための財源として活用されております。市民のやさしさや
思いやりを届ける運動として、今年も皆さまとともに共同募金運動を進めてま
いります。みんなが暮らしやすい町になるための一歩として、皆様の温かいご
支援やご指導を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

・学校ボランティア協力校への助成・身障相談事業
・ボランティアスクール・おもちゃ図書館の運営
・災害ボランティア研修会
・社協だより(年3回発行)
・ボランティアの集い・ふれあい広場
・�住民参加型有料在宅福祉サービス「わかちあいの和」
・住居内整理整頓支援事業

多久市内への共同募金の使いみち

「安心・安全なまちづくり支援事業」の紹介!!

配分金を活用する、市内の福祉活動の一部をご紹介します！

公民館にスロープ・手すり設置など、地域で暮らしやすいまちづくりを支援いたします。詳細については、
多久市社会福祉協議会　☎75-3593　担当：木戸まで、お気軽にご相談ください。
配分金額　　　200,000円　　　過去支援事例	 H28年度：大門公民館　　スロープ・手すり設置
	 H29年度：西ノ谷公民館　スロープ・手すり設置
	 H30年度：浦山地区街灯LED

・新生児に絵本の贈呈・子ども観劇会の開催
・母子寡婦福祉連合会への助成

共同募金は税控除の対象となります。
株式会社等の法人寄付は、「全額損金」となります。
個人の寄付は、「所得税・住民税の控除」となります。
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「しあわせを みんなでねがう あかいはね」
（令和元年度　赤い羽根標語最優秀賞）

地域福祉活動・ボランティア活動育成のために

1,489,000円

子育て支援事業のために

350,000円

2この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。



災害釜について

　今年度も日本赤十字社佐賀県支部多久地区交付金により『非常食炊飯移動かまど』
を西多久町公民館へ配置しました。被災時の炊き出し活動・地域防災活動において
活用していただきたいと思います。今後とも、日本赤十字活動のご協力をよろしくお願いします。

9
9/

月

福祉体験学習事業『高齢者疑似体験』in 東原痒舎中央校

　平成30年度に引き続き、今年も東原痒舎中央校５年生の総合学習の一環と
して、多久市内の福祉団体で構成する多久市地域貢献推進協議会の会員（天
寿荘、けいこう園、ホーム西渓、こばと保育園）、多久市ボランティア連絡協
議会の皆さんの協力を得て、高齢者疑似体験学習事業を実施しました。体験
を通して子ども達は『おじぃちゃん、おばぁちゃんの気持ちが分かった』、『や
さしく接してあげたい』と各々気づきを得たようで充実した時間になりました。

15
10/

火

多久市地域貢献推進協議会　令和元年度全体会議及び研修会

　令和元年10月に『児童福祉舎チャイルドサポートたくちゃん』が新規
参加となり、参加法人は19法人となりました。全体会議では、協議会の
活動について活発な意見交換がなされました。研修会では、お互いを知
ろうというテーマのもと、参加法人の事業紹介等を実施し、多くの学び
を得る機会となりました。今後の多久市地域貢献推進協議会の活動にご
注目ください。

11
10/

金

鬼子母神祭

　児童の健全育成と安全祈願のため、
令和元年10月24日（木）荕原公民
館にて鬼子母神祭を行いました。

24
10/

木

◎本覚寺住職による祈願の様子

赤い羽根共同募金　ご協力ありがとうございました!!
募金総額　57,139円

　多久駅周辺で開催された「第49回 多久まつり」会場に於いて、ふれあい広場（赤い羽根イベント募金）
を実施しました。両日ともに晴天に恵まれ、多久市ボランティア連絡協議会の皆さん、多久高校生徒さ
んが募金活動に協力いただき、多久市のボランティア
団体「ほたる文庫」さんの手作りバザー品の販売や、
災害食の試食会を行いました。
　ご協力をいただきました皆様に心から感謝申し上げ
ます。本当にありがとうございました。

26.27
10/

日土

災害食 共募マスコット あいちゃん

3 この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

多久市社会福祉協議会の事業や地域福祉
活動の情報をお届けします。福 祉 通 信



全国各地から多久市へ 　―支援の輪が広がりました―

多久市災害ボランティアセンター
（令和元年８月29日～10月28日）

　佐賀県内では、８月27日から28日にかけて、広い範囲で記録的な大雨となり、床上・床下浸水や土砂崩れ
などの被害が発生しました。多久市内においても、95行政区1,165箇所の災害報告の受付け、床上・床下浸
水併せて167件、河川・林道・農地併せて850件など（10月31日現在：多久市発表）、家屋や農地などに大
きな被害がありました。
　こうした被害状況を受け、多久市社会福祉協議会では多久市災害対策本部や佐賀県社会福祉協議会及び県内
外の社会福祉協議会との協働により被災状況の情報共有や現地調査を行い、８月29日には、「多久市災害ボラ
ンティアセンター」を設置しました。また、同時にセンター開設のチラシを全戸配布し、困り事の相談やボラ
ンティアの受付を開始し、北は北海道から南は沖縄と全国各地から多くのボランティア（延1,177人）に参加
いただき支援活動を行いました。
　９月19日からは、登録ボランティア制度に移行し、被災された方々の生活場所の復旧や生活支援活動などを
行いました。ご協力・ご支援いただきました全ての方々へ、心よりお礼申し上げます。

九州北部  豪雨災害

多久市社会福祉協議会では、多久市災害ボランティアセン　ターを開設し、災害ボランティア活動の支援を行ってきました。

義援金・支援金寄付のご報告とお礼
義援金協力団体名及び個人名（社協受付11月10日現在：敬称略・順不同）

ボランティア活動

天ケ瀬地区

ボランティア受付

市内林道

4この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。



全国各地から多久市へ 　―支援の輪が広がりました―

九州北部  豪雨災害

多久市社会福祉協議会では、多久市災害ボランティアセン　ターを開設し、災害ボランティア活動の支援を行ってきました。

社協職員がボランティア
活動場所を調整

ボランティアさんへ
活動資材を受け渡し

送迎車両・送迎ボランティア
の協力をいただきました

センター開設
（ミーティング）

民生委員さんにも協力
をいただきました

ボランティア活動前に
留意事項を説明

ボランティアの受付人数 1,177人 ボランティア依頼数 149件
（キャンセル等含） 作業完了件数 141件

義援金・支援金寄付のご報告とお礼
義援金協力団体名及び個人名（社協受付11月10日現在：敬称略・順不同）

皆さまから寄せられた義援金は、日本赤十字社・中央募金会を通じ被災地へ配分されます。
支援金は、ボランティアセンター等の運営に充てられ、被災者支援に役立ててもらう寄付金です。
皆さまの温かいご支援、ご協力に感謝申し上げるとともに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

令和元年８月豪雨災害義援金

・多久保育園保護者職員一同
・佐賀県立多久高等学校
・多久市グラウンドゴルフ協会
・NPO法人 FFS　副島 美佐子

・菊池清隆
・幸地和人

243,319円

多久市災害ボランティアセンター支援金

・真如苑
・匿名２名

306,000円

5 この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。



こだまだより多久市ボランティア連絡協議会

たくボラ連

　６月30日（日）、多久市社会福祉協議会にて「令和元
年度ボランティアの集い」を開催しました。講師に葉隠
自然塾「吉永雅紀」塾長をむかえ『誰にでもできるボラ
ンティア』について講演をいただきました。
　できることをする、無理をしないボランティアについ
て、佐賀弁、多久弁を交えたユーモアたっぷりのお話で
した。
　多久市内の各ボランティア団体の皆さんをはじめ、大
勢の方にご参加いただき有難うございました。

　嬉野高等学校の介護にわかを皮切り
に、嬉野市のボランティアグループの
活動紹介、レクリエーションを交えた
講演は、とても充実したボランティア
研修となり、あっという間に時間が過
ぎました。
　今後のボランティア活動の参考とな
るとても有意義な研修でした。
　これからも、楽しみながらボランティ
ア活動を続けていきたいと思います。

ボランティアの集いを開催しました令和元年度

24時間テレビチャリティー募金　～ 2019 ～
　８月24日（土）、多久高校、西渓・中央・東部校の生徒さん、各福祉施設・事業所、多久市ボランティ
ア連絡協議会の皆さんによりご協力を頂き、多久市内４ヶ所で街頭募金を行いました。お寄せいただき
ました募金は、「24時間テレビチャリティー委員会」を通じ、福祉車輌の贈呈や地球環境保護支援など
のさまざまな活動に役立てられています。
　皆様の温かいご支援とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

会場・ボランティア協力者の紹介
（会場）
コンビニエンスストア・ファミリーマート佐賀多久
店・フードウェイ多久店・タクア

（協力者）
東原痒舎東部校・中央校・西渓校・多久高校・多久
市ボランティア連絡協議会、ホーム西渓、天寿荘

「第13回 はばたけ！ボランティア㏌嬉野」
に参加しました

10/30
（水）

募金総額
157,583円

6この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。



シルバー人材センター
　毎年10月はシルバー普及啓発促進月間となっており、10月18日（金）をシルバーの日とし、ボランティア
活動を行いました。当日はあいにくのお天気でしたが、草刈と除草作業を行いました。

シルバー人材センターでは一緒に活動する新しい会員を募集しています。興味のある方はお問い合わせください。
連絡先　☎ 0952-75-4787まで

　成年後見制度は、判断能力が十分でない方に対して、財産管理や生活にまつわる契約などの手続きを行って
いく制度です。佐賀県では、初となる『市民後見人の養成研修会』を開催し、市民の方も後見人の担い手とし
て活動して頂くことを考えています。
■対　　象　多久市に居住の方（弁護士、司法書士、社会福祉士の方は除く）
■日　　程　１月19日、１月26日、２月２日、２月９日、２月16日の５日間
■場　　所　佐賀県社会福祉士会館（佐賀市八戸溝一丁目15番3号）
■締め切り　12月16日　　　■参 加 料　無料
■定　　員　20名（志望動機の作文400文字程度を郵送頂き、書類選考となります。
■連 絡 先　公益社団法人 佐賀県社会福祉士会　☎０９５２－３６－５８３３　FAX ０９５２－３６－６２６３

～ 受講生の募集 ～市民後見人 人材養成研修のお知らせ

劇団さんぽ「ぼくのたからもの」
子ども観劇会を開催します

令和元年度
子育て支援事業

12月26日（木）　13時45分開場　14時開演
多久市児童センターあじさい　２階多目的エリア
なかよしクラブ、未就学児とその保護者

日　時
場　所

対象者

　現在、多久市内では42団体、819名の方々がサロン活動を行われています。
　今回は、武雄市レクリエーション協会会長　森恵美氏を講師にお招きし、『サロンで生かせるレクリエーショ
ン』をテーマに、道具を使わない指運動・じゃんけん遊びやテープを使っ
たグループ対抗戦を皆で楽しみ、森先生のユーモア
沢山のお話を聞きながらあっという間に時間が過ぎ
ていきました。会場いっぱいに笑い声が溢れていま
したよ !(^^)!
　実施者の皆様自身も、楽しみながらサロン活動を
続けていきたいとの声を聞くことが出来ました。
　ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

ふれあいいきいきサロン
「♪元気のもと♪」開催 (^_-)-☆

集いの場

7 この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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〈
別
府
三
区
〉
岸
川
俊
彦 

〈
羽

佐
間
〉
松
本
英
史 

〈
仁
位
所
〉
倉
冨
ヨ
シ
子 

〈
宝
蔵

寺
〉
井
上
ト
シ
エ 

〈
平
和
町
〉
槻
木
ア
キ
エ 

〈
古
賀

山
〉
田
中
順
子 

南
多
久
町

 

〈
瓦
川
内
〉
田
中
一

義 

〈
長
尾
〉
古
賀
俊
行 

〈
西
ノ
谷
〉
山
口
三
男 

〈
中

小
路
〉
太
田
ケ
サ
ノ 

〈
上
田
町
〉
圓
城
寺
武
政 

〈
牟

田
辺
〉
森
岡
智
史
、
髙
塚
盛
男
、
山
本
ヒ
ロ
子 

〈
桐

野
〉
北
島 

藤
、
川
島
正
芳 

〈
田
柄
〉
田
渕
徳
子 

多
久
町

 

〈
下
鶴
〉
吉
村
民
生 

〈
東
の
原
〉
野
中

洋
介 

〈
西
の
原
〉
北
島
利
恵
子 

〈
東
町
〉
松
本
幸
子
、

船
岡
佐
恵
子 

〈
明
治
佐
賀
〉
松
尾
智
子
、
石
田
俊
二
、

清
原
幸
智
子
、
福
島
明
光 

西
多
久
町

 

〈
藤
川
内

上
〉
江
口
義
之 

〈
板
屋
上
〉
福
島
靖
子 

〈
船
山
〉
二

重
す
み
子 

〈
平
野
〉
梶
原
敏
子 

北
多
久
町

 

〈
岸

川
〉
木
戸
ト
シ
エ
、由
良
ヤ
ス
代
、掛
林
オ
リ
キ 

〈
多

久
原
〉
永
石
君
代
、
西
山
タ
ネ
子
、
高
山
憲
一
、
松

尾
紀
久
江
、横
矢
太
一
郎 

〈
中
山
〉
三
溝
美
智
子 

〈
中

の
原
〉
橋
田
初
美 

〈
山
犬
原
〉
野
中
浩
行 

〈
前
田
〉

川
浪
ト
ミ
ヱ 

〈
小
侍
〉
村
山
龍
彦 

〈
荕
原
〉
森 

シ

ゲ
子
、
東
郷
宏
威
、
田
代
繁
美 

〈
高
木
川
内
〉
岩
村

ア
サ
子
、
廣
瀨
淺
子 

〈
立
山
〉
野
中
明
美 

〈
中
多
久

一
区
〉
内
村
ミ
ド
リ
、
石
本
久
吉
、
内
海
唯
史
、
本

山
和
順 

〈
中
多
久
二
区
〉
中
村
敏
幸
、
藤
原
キ
ク
ヨ
、

岸
川
英
子 

〈
自
由
ヶ
丘
〉
浦
田
満
子
、原
口
貴
朗 

〈
砂

原
〉
尾
形
キ
ヨ
子
、
江
打
邦
彦
、
田
中
英
行
、
菊
池

榮
子
、
渕
田
幸
子
、
福
地
孝
司 

〈
泉
町
〉
筒
井
友
三

郎
、
中
島
イ
チ
子 

〈
メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
〉
井
上 

隆
、

幸
地
由
典 

市
外 

古
賀 

豊
、
柳
瀬
亜
矢
子
、
濵
野

展
行
、
日
下
部
良
子
、
古
賀
清
治
、
古
澤
善
光
、
見

浦
慶
子

◎
生
活
困
窮
時
食
料
等
支
援
物
資

令
和
元
年
６
月
１
日
～
令
和
元
年
10
月
31
日
社
協
受
付
分

東
多
久
町

 

匿
名

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
元
年
６
月
１
日
～
令
和
元
年
10
月
31
日

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

障害者支援センターまや
Support Center for handicapped people Maya 

■就労継続支援Ａ型
■就労継続支援Ｂ型
■就労移行支援
■生活介護
■指定特定相談支援事業
■指定障害児相談支援事業

社会福祉法人もやいの会
〒846-0024
佐賀県多久市南多久町下多久6103-2
TEL:0952-76-4600
FAX:0952-76-4620
Mail :moyai@maya.saga.jp

「
社
協
だ
よ
り 

た
く
」
賛
助
広
告
募
集
中

MEMORIAL HALL WAKOH

多久市北多久町大字多久原668-1（大工田）

真心のご奉仕をお約束いたします。

多久市南多久大字下多久4188-1

24時間受付・深夜でも気にせずお電話下さいませ。

MEMORIAL HALL WAKOH

メモリアル会館

メモリアル会館

ファミリーホール

☎0952-76-2224

特定
非営
利活動

法人NPOサンガム

ホーム西渓 

株式会社　南 里

事前相談・御葬儀の相談承ります
御葬儀のお電話は 24時間対応
多久市北多久町大字小侍 2010-1

☎ 7 4 - 2 3 4 0

多久斎場あざみ苑

　多久市社会福祉協議会では、生活環境問題の解決に向けてごみ
屋敷の片付け支援をしています!!

～すっきりサポートの紹介～
支援対象者

　高齢者、障がい者、生活困窮者など身体的・経済的な理由によ
り住居内の衛生環境の確保が困難である世帯等

支援内容

　住居内に長期間貯め込んだごみを軽トラ等で
ごみを運び出す等の支援をしております。

費用負担

　無料。ゴミの処分の経費は、多久市社会福祉
協議会で補助します。（※一部補助対象外もあります）

申 込 み

多久市社会福祉協議会
☎０９５２－７５－３５９３ まで
ご相談ください。
※�ご相談にあたってのプラ

イバシーを尊重し、秘密
は厳守いたします。

　担当（北島・安藤・小野原）

「多久市生活自立支援センター」
のご案内

このようなことでお困りはないですか？
〇借金があって生活が苦しい
〇医療費が払えない
〇電気、ガス、水道が止められてしまう
〇仕事を探したい
　一人で悩まず、まずはご相談くだ
さい。あなたと一緒に考え、解決に向
けてサポートして行きます。
問合せ　多久市生活自立支援センター

（担当：北島・安藤・小野原）
☎0952-75-3593

生活や仕事にお困りの方の
身近な相談窓口 相談無料・秘密厳守

ごみの片付けに困っていませんか？

8この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


